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2004年3月期 決算説明会

－注：業績予想に関する注意事項－
このデータブックの数値のうち、過去の事実以外のアイフル株式会社及びそのグループ会社の計画・方針その他の記

載にかかわるものは、将来の業績にかかる予想値であり、それらはいずれも、現時点においてアイフル株式会社及びそ
のグループ会社が把握している情報に基づく経営上の想定や見解を基礎に算出されたものです。従いまして、これらの
予想値は、リスクや不確定要因を内包するものであり、現実の業績は、諸々の要因により、これらの予想値と異なってく
る可能性があります。ここでの潜在的なリスクや不確定要因として考えられるものとしては、例えば、アイフル株式会社及
びそのグループ会社を取り巻く経済情勢や消費者金融を取り巻く市場規模の変化、債務不履行に陥る顧客の割合、ア
イフル株式会社及びそのグループ会社が支払う借入金利率のレベル、法定貸付上限金利のレベル等が考えられますが、
これらに限りません。なお、この資料はいかなる証券の投資勧誘を目的として作成したものでもありません。

URL

2004年5月11日（火） 10：00～
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2004年3月期 決算説明会

１. 決算概要、足元の状況、経営戦略
アイフル株式会社 代表取締役社長 福田 吉孝

２. ライフ経営の進展

株式会社ライフ 専務取締役 佐藤 正之

３．計数説明
アイフル株式会社 ＩＲ室 ＩＲ課長 山内 郁雄
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548
9,837
3,521
2,474

14,133
18,337
22,108

03/3

+10.6％2,840+3.7％2,567割賦債権(信販・ｶｰﾄﾞ)(参考*)

502
12,157

－

14,792
20,145
24,381

05/3

( E )

-15.8％

+12.3％

0.0％

+2.7％

+4.0％

+4.0％

増減率

YoY

+1.9％14,516アイフル単体

461
11,051
3,520

19,076
22,984

04/3

+5.6％営業貸付金(参考*)

+6.1％営業債権残高(参考*)

+8.9％無担保ﾛｰﾝ新規獲得 (千件)

+10.0％ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ会員数 (千件)

－ｷｬｯｼﾝｸﾞ口座数 (千件)

増減率

YoY

(億円)

決算概要 – グループ連結主要数値決算概要 – グループ連結主要数値

*「営業貸付金」には、アイフル、ライフ及びその他子会社の営業貸付金を含んでいます。
「割賦債権」には、ライフのクレジットカード・ショッピング、信販事業（個品）及び信用保証売掛金を含んでいます。

599
1,117
1,159
4,494

+13.8％1,280+0.6％1,124経常利益

+4.8％655+4.4％625当期純利益

+13.4％1,276-3.0％1,125営業利益

+5.7％5,006+5.3％4,734営業収益

*流動化によりB/Sから除かれている債権を含めた実体営業債権ベースの参考値
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決算概要 – 「大手４社の連結営業収益 及び 連結経常利益の推移」決算概要 – 「大手４社の連結営業収益 及び 連結経常利益の推移」
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00/3 01/3 02/3 03/3 04/3 05/3(E)

（億円）

アイフル

プロミス

武富士
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アイフル

プロミス

武富士

アコム

ライフ買収
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営業収益 & 経常利益
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1,580
405

2,284
223

3,228
10,681
14,133

03/3

+1.4％360-12.3％355無担保ﾛｰﾝ新規獲得 （千件）

+4.5％3,580+6.1％3,426不動産担保

+29.0％360+25.0％279事業者ローン

-0.9％2,225-1.7％2,246口座数（千件）

－1,565－1,563ﾛｰﾝ事業店舗数

10,851
14,792

05/3

( E )

+1.2％

+2.7％

増減率

YoY

10,810
14,516

04/3

+0.4％無担保ローン

+1.9％営業貸付金残高

増減率

YoY

(億円)

553
1,071
1,069
3,246

当期純利益

経常利益

営業利益

営業収益

+13.2％1,120-7.6％989
+10.8％588-4.0％530

+13.8％1,084-10.9％952
+1.9％3,412+3.2％3,349

決算概要 – アイフル単体主要数値決算概要 – アイフル単体主要数値
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決算概要 – 「大手４社の単体営業収益 及び 単体経常利益の推移」決算概要 – 「大手４社の単体営業収益 及び 単体経常利益の推移」
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アイフル

プロミス
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アコム

アイフル

プロミス

武富士

アコム

営業収益 & 経常利益
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事業者ﾛｰﾝ事業者ﾛｰﾝｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ・信販業種

-40.6%－－－+20.0%+50.1%成長率(YOY)

-39.8%－－－+22.5%+50.1%成長率(YOY)

+32.0%－+84.5%+72.3%+12.7%+9.0%成長率(YOY)

4

4

55

+70.2%
469

05/3(E)

-10

-10

30

+79.2%
275

04/3

ビジネクスト

145

144

1,257

+9.8%
7,707

05/3(E)

120

117

1,115

+3.9%
7,022

04/3

ライフ

05/3(E)04/3決算期

1830経常利益

9774営業収益

1830営業利益

+43.3%+7.0%成長率(YOY)

447312

シティズ

営業債権残高

(億円）

決算概要 – 戦略子会社の業績決算概要 – 戦略子会社の業績

・ライフの営業収益は、流動化債権分を除く、会計ベースの数値。
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-75.9%

0.6

-77.7%

0.5

-0.1%

28

-7.9%

109
04/3

山陽信販

+241.9%+766.7%+1,008.3%成長率(YOY)

+232.7%+731.8%+1,032.2%成長率(YOY)

-9.4%-8.7%-13.0%成長率(YOY)

2

2

74

-13.2%

274
04/3

ﾊｯﾋﾟｰ

ｸﾚｼﾞｯﾄ

04/304/3決算期

1310経常利益

15654営業収益

1310営業利益

-11.2%-10.2%成長率(YOY)

583

３社計

199

信和

営業債権残高

(億円）

決算概要 – 消費者金融子会社の業績決算概要 – 消費者金融子会社の業績

-27.1%

-18.8%

-7.3%

05/3(E)

10

145

11

-2.2%

570

トライト
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クレジットカード・信販消費者金融 事業者金融

金融機関との

個人ﾛｰﾝ保証提携

りそなｸﾞﾙｰﾌﾟ との事業者ﾛｰﾝ保証提携

住友信託銀行との事業者ﾛｰﾝ合弁会社

クレジットカード ・ 信販 ・ 信用保証
無担保ﾛｰﾝ ( ﾗｲﾌ・ｷｬｯｼｭ・ﾌﾟﾗｻﾞ ）

無担保ﾛｰﾝ・不動産担保ﾛｰﾝ・事業者ﾛｰﾝ

事業者ローン会社シティズ

無担保ﾛｰﾝ子会社

低
リ
ス
ク

高
リ
ス
ク

決算概要 –「商品＆顧客獲得チャネルの多様化」決算概要 –「商品＆顧客獲得チャネルの多様化」



10

経常利益

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

‘02/3 ‘03/3 ‘04/3 ‘05/3 (E)

（億円） ライフ

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾛｰﾝ
子会社

無担保ﾛｰﾝ
子会社

アイフル+1.5%
+6.4%

+13.8%

1,050
1,117

決算概要 – 「経常利益構成の変化」決算概要 – 「経常利益構成の変化」

ﾗｲﾌ買収後
１年目

ﾗｲﾌ買収後
２年目

ﾗｲﾌ買収後
３年目

ﾗｲﾌ買収後
４年目

+0.6%
1,124

1,280



11

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

アイフル 3.52 4.10 5.59 6.71 6.36 
プロミス 2.97 4.16 5.12 6.95 6.97 
武富士 2.90 4.45 6.64 8.55 6.55 
アコム 2.86 3.15 4.56 6.38 6.34 
失業率 5.20 5.40 5.30 5.00 
自己破産 13.9 17.3 22.6 

01/3 02/3 03/3 04/3 05/3(E)

(％)

貸倒の動向－「貸倒償却率の推移」貸倒の動向－「貸倒償却率の推移」

－

－

(万件)

－
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貸倒の動向－ 「自己破産申請件数の推移」貸倒の動向－ 「自己破産申請件数の推移」

自己破産申請件数

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

（件）

02/3

03/3

04/3

+23.6%

+20.1%

+26.1%

+12.3%

+7.5%

+11.4%

+1.2% -1.0%

-11.5% -8.5%

-8.1%
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貸倒の動向－ 「解約発生率の推移」貸倒の動向－ 「解約発生率の推移」

0.2

0.3

0.4
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1.1
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

（％）

02/3

03/3

04/3

02/3

03/3

04/3

オール（「１Ｍ＋延滞」の発生率） ＆介入分
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5.63%
6.89%
0.45%
1.75%
0.83%
3.44%
6.47%
6.02%

04/3

6.04%5.95%5.44%解約債権

4.99%
6.28%
0.27%
1.39%
0.75%
3.04%
5.45%

03/3

5.48%5.76%うち流動資産

7.42%7.13%貸倒引当金合計

－0.38%うち破綻先債権

－1.60%うち延滞債権

－0.87%うち３ヶ月延滞

－3.28%うち条件緩和

－6.13%「延滞４分類」合計

延滞債権種別 05/3(Ｅ)03/9

10.6%8.9%8.2%不履行

18.9%19.1%19.6%連絡不能等

28.3%26.6%26.9%介入等

42.3%45.4%45.4%破産

04/303/903/3貸倒償却の要因別比率

貸倒の動向－ 「不良債権（金融庁４分類」比率、引当率の推移」貸倒の動向－ 「不良債権（金融庁４分類」比率、引当率の推移」
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新規の動向－ 「無担保ローン新規申込件数の推移」 (00/9 ～ 04/3 の各半期毎)新規の動向－ 「無担保ローン新規申込件数の推移」 (00/9 ～ 04/3 の各半期毎)

302 318 331 303 299 301 283 280

1,319
1,274

1,335

1,230
1,180

1,103
1,045

989

24.8%25.0%

22.9%

27.3% 27.1%

28.3%

24.6%

25.3%

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

00/9 01/3 01/9 02/3 02/9 03/3 03/9 04/3

（千件）

20.0%

21.0%

22.0%

23.0%

24.0%

25.0%

26.0%

27.0%

28.0%

29.0%
アイフル ４社合計 4社合計中ｱｲﾌﾙのｼｪｱ

チワワ
第１弾

チワワ
第２弾
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新規獲得件数

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（件） アイフル

武富士

アコム

プロミス

新規の動向 - 「無担保ローン新規獲得件数の推移」 (03/4 ～ 04/3)新規の動向 - 「無担保ローン新規獲得件数の推移」 (03/4 ～ 04/3)
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新規の動向－ 「低迷の背景」新規の動向－ 「低迷の背景」

＜新規低迷の背景＞

①顧客マインド面での借り控え⇒ ○

②同業他社のマイナス報道 ⇒ ○

③「新たな供給先」の増加 ⇒ △

アイフルグループは、既に 等、

グループとして新規顧客を取り込める体制となっている → 変化への対応力

徐々に好転へ

既に沈静化へ

今後、更に進行
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新規の動向－ 「新バージョンＣＭ投入で、新規来客シェアでの優位性を維持・拡大」新規の動向－ 「新バージョンＣＭ投入で、新規来客シェアでの優位性を維持・拡大」

ＣＭキャラクター 「くぅーちゃん」出演 『帰宅』篇 （4/2～）
＆ 「安田美沙子さん」出演 『初アイフル』篇 （4/16～）を全国放映開始

『女性社員･初アイフル』篇『お父さんとチワワ・帰宅』篇

「可愛い動物・キャラクター」 ＋ 「アイドルタレント」 ＋ 「覚え易いメロディー」
＝ 最強のＴＶＣＭ 「2003年間総合ランキング４位。金融部門では１位」（ＣＭﾃﾞｰﾀﾊﾞﾝｸ）

→ これらのＣＭは、当社HP http://www.aiful.co.jp/cm/cm.html にてご覧頂けます。

安田 美沙子さん ＝ 1982年生まれ、京都府出身。ミスヤングマガジン2002（講談社）。
ＡＢＣ朝日放送 「おはよう朝日です」レギュラー出演中。
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39.6%
42.5%41.3% 41.7%

40.8%

60.4%57.5%58.7% 58.3% 59.2%

99.3%99.3%98.5%98.0%97.7%

2.00%2.30% 1.98% 1.88% 1.87%
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84.2%
86.9% 87.3%
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調達金利

長期

資金調達 （１） アイフル （単体）資金調達 （１） アイフル （単体）
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41.9%43.8%48.2% 46.5% 46.0%

58.1%56.2%
51.8% 53.5% 54.0%

96.7% 96.1% 96.5% 96.4% 95.9%

1.78%2.04% 1.72% 1.72% 1.85%
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資金調達 （２） アイフルグループ（連結）資金調達 （２） アイフルグループ（連結）
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アイフル  (06/9, A-/A) 三洋信販  (06/8, A-/A) プロミス  (06/7, A/A+) アコム  (06/9, A/A+)

Source: JSDA

資金調達 （３） 消費者金融会社 クレジットスプレッドの推移 (2000-2003)資金調達 （３） 消費者金融会社 クレジットスプレッドの推移 (2000-2003)
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経常利益
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1,400

‘02/3 ‘03/3 ‘04/3 ‘05/3 (E)

（億円） ライフ

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾛｰﾝ
子会社

無担保ﾛｰﾝ
子会社

アイフル+1.5% +6.4%

+13.8%

1,050 1,117

総合金融化戦略の意義 – 「利益成長の継続」総合金融化戦略の意義 – 「利益成長の継続」

ﾗｲﾌ買収後
１年目

ﾗｲﾌ買収後
２年目

ﾗｲﾌ買収後
３年目

ﾗｲﾌ買収後
４年目

+0.6%
1,124

1,280
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・実態営業債権ベース。営業資産合計

5,000

7,000

9,000

11,000

13,000

15,000

17,000

19,000

21,000

23,000

25,000

27,000

‘02/3 ‘03/3 ‘04/3 ‘05/3 (E)

（億円）

LIFE信用保証売掛金

LIFEｷｬｯｼｭﾌﾟﾗｻﾞ

LIFEｶｰﾄﾞｷｬｯｼﾝｸﾞ

LIFE個品あっせん

LIFE総合あっせん

子会社無担保ﾛｰﾝ

子会社ﾋﾞｼﾞﾈｽﾛｰﾝ

AIFUL事業者ﾛｰﾝ

AIFUL有担保ﾛｰﾝ

AIFUL無担保ﾛｰﾝ

総合金融化戦略の意義 – 「営業債権ポートフォリオの多様化 と リスク分散」総合金融化戦略の意義 – 「営業債権ポートフォリオの多様化 と リスク分散」

+9.9% 22,108

20,024

+10.4%
+4.0%

+6.1%

22,984
24,381
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総合金融化戦略の意義 – 「資本効率（レバレッジ）への寄与」総合金融化戦略の意義 – 「資本効率（レバレッジ）への寄与」

37.0%33.6%47.0%23.5%自己資本比率（連結）

×2.8×3.1×2.3×3.8レバレッジ（単体）

×2.9×3.1×2.2×4.5レバレッジ（連結）

17,18720,75318,99123,327総資産（連結） ※億円

2.3%3.4%3.9%2.7%ＲＯＡ（連結）

8.1%9.8%8.6%10.7%ＲＯＥ（単体）

2.9%3.2%3.8%2.8%ＲＯＡ（単体）

6,366

6.6%

プロミス

8,930

8.7%

武富士

6,971

10.5%

アコム

5,475自己資本（連結）※億円

12.1%ＲＯＥ（連結）

アイフル０４／３期 実績

ライフのカード・信販事業は、「消費者金融専業」ほど厚い自己資本は不要な為、連結ＲＯＥは
「単体」よりも向上。
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今後の戦略の方向性 - 「日本の消費者信用市場の主要プレーヤー（現在）」今後の戦略の方向性 - 「日本の消費者信用市場の主要プレーヤー（現在）」

合弁会社

（個人ﾛｰﾝ）

？？？
消費者金融
専業

流通系カード

信販系カード

銀行系カード

その他メガバンク
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今後の戦略の方向性- 「消費者信用市場全体を舞台にした統合・再編が本格化」今後の戦略の方向性- 「消費者信用市場全体を舞台にした統合・再編が本格化」

消
費
者
信
用
マ
ー
ケ
ッ
ト
全
体

消費者金融専業
（１０．１／１０．２）

銀行他金融機関の無担保
ローン（４．０／１８．５）

クレジットカード・キャッシング
（７．５／３．２）

（７２．８／６０．７）

個品（信販）
（１１．６／１１．２）

クレジットカード・ショッピング
（２４．６／３．５）

郵便局（１２．０／１０．６）
銀行他金融機関の担保ローン

信販・カード会社による
消費者ローン
（２．６／３．２）

(単位：兆円)

※（信用供与額 ／ 信用供与残高）

出典： 日本ｸﾚｼﾞｯﾄ産業協会 「消費者信用市場統計」（2002年末現在

“ 中級河川 ” “ 大河川 ”
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今後の戦略の方向性 - 「あらゆる選択肢からベストの選択を」今後の戦略の方向性 - 「あらゆる選択肢からベストの選択を」

他力（主導）での基盤強化 自力（主導）での基盤強化

＜選択肢 １ ＞

ﾒｶﾞﾊﾞﾝｸ・外資の
ｸﾞﾙｰﾌﾟ入り・提携

＜進行中＞
ノンバンクの
買収・提携

＜実行中の戦略＞
規模拡大・多様化への

M&A

＜選択肢 ２＞

より緩やかな形での
提携・合弁

国内メガバンク （及び外資）
◎強大な資金調達力・幅広い顧客チャネル

△乏しい個人与信力・低い収益性

ノンバンク（消費者金融・カード・信販）
◎ 優れた個人与信力 と 高い収益性

△ 限定された資金調達・顧客チャネル

ｱｲﾌﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ＝選択肢のあるﾎﾟｼﾞｼｮﾝ

＜選択肢 ３＞

銀行をも対象とした
M&A

資金調達力の強化
顧客基盤の更なる拡大
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ライフ経営の進展
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ライフの進展（１）‐１ – 「営業基盤の状況」ライフの進展（１）‐１ – 「営業基盤の状況」

+15%259,633-2%225,392228,968キャッシング

+10%130,000-6%118,131125,246個品斡旋買上金額

提携カード

プロパーカード

+10%10,311+13%9,4068,324
+7%1,735+8%1,6251,509
+9%12,047+12%11,0329,834有効カード会員数

82,987

274,479
503,448

1,883
190

2,073

03/3

+9%

+21%

+19%

-9%

+20%

-6%

前年同期比

98,815+9%90,556加盟店企業数

386,014+16%318,115ショッピング

645,648+8%543,507カード買上額

1,780+4%1,950提携カード

230+1%192プロパーカード

2,010+3%2,142新規発行枚数

（Ｅ）前年同期比

05/304/3

（単位：千人、百万円、社）
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ライフの進展（１）‐２ – 「カード事業 月間平均稼働率の推移」ライフの進展（１）‐２ – 「カード事業 月間平均稼働率の推移」

カード事業　月間平均稼働率の推移

7.00%

7.50%

8.00%

8.50%

9.00%

9.50%

10.00%

10.50%

11.00%

11.50%

12.00%

00/9 01/3 01/9 02/3 02/9 03/3 03/9 04/3

（カード全体、総合斡旋）

1.00%

1.50%

2.00%

2.50%

3.00%

3.50%

4.00%

4.50%

5.00%

5.50%

6.00%
（キャッシング）

カード全体

総合斡旋

キャッシング
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ライフの進展（２） – 「債権残高の推移」ライフの進展（２） – 「債権残高の推移」

0%10,371-23%10,40313,462その他

－89%－86%82%拡大事業構
成

+10%770,727+4%702,202676,093合計

+9%189,041+6%173,560164,224個品斡旋(ｵｰﾄ除く)

+12%228,157+6%202,819192,209カードキャッシング

+16%157,703+15%135,543117,646キャッシュプラザ

-12%42,320-14%48,32956,046銀行保証(旧商品)

－11%－14%18%縮小事業

銀行保証(新商品)

総合斡旋

+34%26,337+48%19,59013,244

+19%84,777+12%71,50864,069
+14%686,017+9%603,022551,395拡大事業

41,173
7,385
6,629

124,698

03/3

-15%
-67%
-71%
-15%

前年同月比

30,598-13%35,866住宅

815-66%2,504パートナー

604-69%2,075個品斡旋(オート)

84,709-20%99,179縮小事業

前年同月比

05/3（E）04/3

（単位：百万円）
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ライフの進展（３）‐１ – 「債権残高グラフ」ライフの進展（３）‐１ – 「債権残高グラフ」

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

02/3 03/3 04/3 05/3(E)

(百万円) 総合斡旋

個品斡旋(オート除く)

カードキャッシング

キャッシュプラザ

銀行保証(新商品)

縮小事業
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ライフの進展（３）‐２ – 「残高ポートフォリオグラフ」ライフの進展（３）‐２ – 「残高ポートフォリオグラフ」

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

02/3 03/3 04/3 05/3(E)

総合斡旋

個品斡旋(オート除く)

カードキャッシング

キャッシュプラザ

銀行保証(新商品)

縮小事業
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ライフの進展（４） – 「同業他社比較」ライフの進展（４） – 「同業他社比較」

ｼﾞｬｯｸｽオリコニコスライフ

6511,0081,2531,2041,103983カード会員数（万人）

370,418794,9451,124,078386,561339,137310,749融資

1,613,7741,935,4182,384,977100,071106,290117,849保証

142,477290,813279,531127,819113,738103,880営業収益

割賦（ｸﾚｼﾞｯﾄ）債権

5.4%7.2%6.8%16.3%16.4%15.0%営業収益率 *２

606,3071,325,324596,808284,094256,773247,494

2,614,7384,055,6874,105,863770,727702,202676,093売掛金残高 *１

8,048

03/3

12,081

04/3

7,594

03/3

25,57716,19414,500経常利益

03/303/3 05/3(E)

*1：債権流動化によりバランスシートから落ちている債権を含む営業債権ベース（各社決算資料より算出した想定値）
*2：営業収益÷売掛金残高で算出
*3：各社、単体ベースの数値にて比較
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ライフの進展（５） – 「損益の状況」ライフの進展（５） – 「損益の状況」

+10%2,943+16%2,670+37%2,311償却債権回収額

その他 +16%4,830-18%4,155+25%5,072

+16%41,043+7%35,243+4%33,040その他

+22%14,445+50%11,795+307%7,858営業利益

+9%17,408+3%15,901+33%15,400個品斡旋

+9%51,312+11%46,979+32%42,327カードキャッシング

+16%37,028+17%31,786+41%27,199キャッシュプラザ

+6%16,134-1%15,153+2%15,322人件費

+20%14,500+50%12,081+235%8,048経常利益

信用保証

総合斡旋

+7%4,118+6%3,842-9%3,622

+21%10,178+6%8,402+11%7,945
+12%127,819+9%113,738+30%103,880営業収益

4,770
35,809
7,079

96,021

03/3

+4%
+106%

-23%
+23%

前年同期比

+8%
+4%

+31%
+11%

前年同期比

5,466+6%5,054広告宣伝費

39,508+6%37,902貸倒関連費用

11,219+21%8,588金融費用

113,373+6%101,943営業費用

（Ｅ）前年同期比

05/304/3

（単位：百万円）
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ライフの進展（６） – 「貸倒内訳」ライフの進展（６） – 「貸倒内訳」

+5%36,795+7%35,13232,796貸倒引当金繰
入額

4.85%

4.47%

-27,177

30,190

35,809

03/3

+7%-35,132+21%-32,796貸倒引当金戻
入額

-0.15%4.91%+0.59％5.06%貸倒率

-0.23%

+6%

+4%

前年
同期比

4.77%+0.15%5.00%貸倒引当率

37,846+18%35,566貸倒償却額

39,508+6%37,902貸倒関連費用

（Ｅ）
前年

同期比

05/304/3

（単位：百万円）
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ライフの進展（７）-１ – 「事業別解約発生率の推移」ライフの進展（７）-１ – 「事業別解約発生率の推移」

事業別解約発生率の推移

0.60%

0.70%

0.80%

0.90%

1.00%

1.10%

1.20%

1.30%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

個品

カード

ＬＣＰ
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ライフの進展（７）-２ – 「事業別破産発生率の推移」ライフの進展（７）-２ – 「事業別破産発生率の推移」

事業別破産発生率の推移

0.00%

0.10%

0.20%

0.30%

0.40%

0.50%

0.60%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

個品

カード

ＬＣＰ
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ライフ参考資料 – 「有効カード会員数の推移」ライフ参考資料 – 「有効カード会員数の推移」

1,509 1,625 1,735

8,324
9,406

10,311

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

03/3 04/3 05/3(E)

(千人) プロパー 提携
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ライフ参考資料 – 「取扱高（買上額）の推移」ライフ参考資料 – 「取扱高（買上額）の推移」

274,479
318,115

386,014

228,968
225,392

259,633
125,246

118,131

130,000

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

03/3 04/3 05/3(E)

(百万円)

個品斡旋

カードキャッシング

カードショッピング



41

ライフ参考資料 – 「営業収益の推移」ライフ参考資料 – 「営業収益の推移」

103,880

113,738

127,819

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

03/3 04/3 05/3(E)

(百万円)
その他

信用保証

キャッシュプラザ

カードキャッシング

信販事業(個品)

クレジットカード
(ショッピング)

合計
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⑧ 8,258⑤143,556282651ジャックス12

⑨ 8,048⑧102,28582⑧ 983ライフ8
②28,830②300,574380⑦1,008オリコ7
③23,26173,789359⑥1,130イオンクレジット6

④21,056
710

4,896

3,842
⑤20,144
①44,250
⑦16,037
⑥17,132

経常利益

（百万円）

⑦115,497332700ＯＭＣカード11
57,8941,498870ＵＦＪカード10
78,2411,461952ＤＣカード9

72,9772,902⑤1,206ＵＣカード5
①309,4261,407④1,452日本信販4
③171,842671③1,490クレディセゾン3
⑥122,1503,705②2,272ビザ・ジャパン2
④167,74910,928①4,840ＪＣＢ1

営業収益

（百万円）

加盟店数

（千店）

会員数

（万人）

社 名
信販系

銀行系

流通系

ライフ参考資料 – 「日本のクレジットカード会社ランキング（2003年3月期）」ライフ参考資料 – 「日本のクレジットカード会社ランキング（2003年3月期）」
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計数説明（連結） 「営業収益の増加要因について」計数説明（連結） 「営業収益の増加要因について」

+5.7%

+458.9%

+48.0%

+8.0%

+29.3%

+27.2%

+9.1%

+19.9%

+38.8%

+2.8%

+2.9%

+4.3%

増減率

ｱｽﾄﾗｲ、国際ｷｬﾋﾟﾀﾙ

ｱｲﾌﾙ、ﾗｲﾌ、ﾄﾗｲﾄ

ﾗｲﾌ、ｱｲﾌﾙ

ﾗｲﾌ

ﾗｲﾌ

ﾋﾞｼﾞﾈｸｽﾄ、ｼﾃｨｽﾞ、ｱｲﾌﾙ

ｱｲﾌﾙ

ｱｲﾌﾙ、ﾗｲﾌ、ﾄﾗｲﾄ（３社）

要 因

447,897+5.7%429,512営業貸付金利息

368,609+2.7%358,142うち無担保ﾛｰﾝ

22,698+64.4%16,348うち事業者ﾛｰﾝ

9,763+3.3%8,140ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ

16,912+2.2%15,508信販（個品斡旋）

500,685

3,656

11,592

7,319

18,960

7,076

56,589

０５／３

（Ｅ）

473,477

654

7,830

6,778

14,658

5,562

55,022

０４／３

実績

+5.3%

－

+0.5%

+5.4%

▲5.2%

+34.6%

+15.5%

増減率

信用保証収益

連結営業収益合計

買取債権回収額等

その他

償却債権回収額

その他営業収益

うち不動産担保

連結営業収益
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計数説明（連結） 「連結調整勘定（ノレン代）の償却スケジュール」計数説明（連結） 「連結調整勘定（ノレン代）の償却スケジュール」

10,247

2,061

1,620

249

6,857

1,371

－

1,371

－

1,739

434

０６／３

（Ｅ）

14,370

7,675

2,119

249

9,599

6,985

5,614

1,371

－

2,608

434

０４／３

実績

12,308

2,061

1,870

249

8,288

1,371

－

1,371

－

2,173

434

０５／３

（Ｅ）

1,3043,0433,4783,912期末残高（B/S）

249124－－通常償却（P/L）ｼﾃｨｽﾞ(02/10)
2,493

5,48516,58519,70632,861期末残高（B/S）

1,3713,12113,154－上記計（P/L）

期末残高合計

（B/S）

償却(減少)額合計

(P/L)

期末残高（B/S）

一時償却（P/L）

通常償却（P/L）

株式売却分（B/S）

通常償却（P/L）

各期中増減額

各期末連調残高

2,0613,68613,595434
合 計

1,3712,0732,737－

－1,0489,130－

1,3712,368－－

8,18522,04623,23936,834

－

434

０３／３

実績

1,285

434

０２／３

実績

－

434

０１／３

実績

－

ライフ（01/3）

32,861

434信和（00/6）

4,347

０７／３

（Ｅ）

（買収時期）

数字＝買収時の

連調額（百万円）

「通常償却」＝全て、10年間の均等償却（定額）。 連結P/Lの「営業費用」に計上。

「一時償却」＝ライフの繰延税金資産（税効果会計）影響での特別償却。 連結P/Lの「特別損失」に計上。
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計数説明（連結） 「連結特別損益」「少数株主持分（利益）」計数説明（連結） 「連結特別損益」「少数株主持分（利益）」

04/3期、05/3期における増加率変動要因は、上記の通り。125,231103,814税引前利益

ﾗｲﾌ：九州寿屋ラララカード契約解除（会員帰属権買取）に伴う精算金等－1,502契約解除精算金

44,957特別利益

04/3期は以下特殊要因により、＋112億円分、特損が上乗せされている。2,77313,589特別損失

厚生年金基金の代行返上に係るもの－4,025代行返上益

前頁の黄色枠部分のノレン代一時償却分。前頁の通り、04/3期の計上が

最後となり、今期以降は特別損失としては発生しない。（営業費用のみ）

ﾗｲﾌ：オートローン事業完全撤退に伴う延滞債権残の一括前倒し償却

要 因

－4,106オートローン事業

撤退損

－5,614連結調整勘定

償却額

+20.6%

05/3（E）

▲3.4%

04/3

増加率

特別利益・特別損失

０４／３期は、当ﾌﾟﾚｾﾞﾝNo47で後述の通り「個別引当の貸倒引当繰入」

を、営業外費用→営業費用に組替（64億円）。これにより、前期比▲3.0%
の営業減益、前期比＋0.6%の経常増益となっている。

128,000112,446連結経常利益

要 因

+13.8%+0.6%増加率

05/3（E）04/3連結経常利益

住友信託銀行168▲414ビジネクスト

あおぞら銀行330アストライ債権回収

住友信託銀行、あおぞら銀行、東京海上火災、あいおい損保

要 因

290664ライフ

05/3（E）04/3少数株主利益（損失）
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計数説明（連結） 「当期純利益 及び １株あたり利益（ＥＰＳ）の変動要因」計数説明（連結） 「当期純利益 及び １株あたり利益（ＥＰＳ）の変動要因」

93,810

94,468

03/3

シティズ買収（02/10月）時に、株式交換による131万株新株発行

（発行価額100億円：短信P26）。

端株の買取1228株分（自己株式へ）

要 因

▲194.467アイフル発行済株式数

（期末：千株）

+65794,467アイフル発行済株式数

（期中平均：千株）

増減04/3１株あたり利益（ＥＰＳ）の

変動要因（全て連結）

+4.8%+4.4%+70.9%増加率

当期純利益との増加率の差異は、

下記の発行済み株数の変動。
693.81660.98637.591株あたり利益（ＥＰＳ）

+20.6%▲3.4%+73.7%増加率

特になし65,54262,54859,910当期純利益

04/3はIT投資減税等で低下（短信P32）。05/3は上記要因。48%40%44%実効税率

03/3期の高い増加率は、02/2期の不動産等減損処理

特損335億計上によるもの。04/3期、05/3期については

前頁の通り。

125,231103,814107,453税引前利益

+3.7%

▲5,157

46,173

04/3

04/3期までで、ライフの繰越欠損金を税負担軽減に使える、
向こう３年間の将来利益（07/3期まで）を使い切り。

ライフは、05/3期からは通常の税負担となる。

3,077▲10,129法人税等調整額

+5.0%+63.5%増加率

特になし

要 因

56,11857,555法人税・住民税・事業税

05/3（E）03/3当期純利益の

変動要因（全て連結）
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計数説明（単体） 「営業費用」 「営業外費用」計数説明（単体） 「営業費用」 「営業外費用」

+7.9%4,4274,102保険料

コンタクトセンター体制移行（IP化・集中化）により減少▲30.6%2,8854,159通信費

▲3.4%5,7425,944消耗品・修繕費

232,885

14,860

6,870

14,679

30,867

10,156

14,907

94,605

32,887
05/3（E）

環境に応じて積極化が可能な予算を確保+8.8%13,696広告宣伝費

貸倒額、引当金繰入額の減少▲13.4%109,223貸倒関連費用

04/3期は代行返上要因+7.2%28,782人件費

システム関連、その他外注コストの削減▲6.2%10,832支払手数料

コンタクトセンター設備関連で増加+41.0%4,874減価償却費

店舗スクラップ＆ビルド、テスト出店等を見込む+5.4%13,925賃借料・地代家賃

安全性（ﾊﾞｯﾌｧｰ）を確保しつつ、メリハリのある予算配分

租税公課、水道光熱費、過払返還費用

調達残高の純減

要 因

▲1.8%33,485金融費用

+40.5%10,574その他

▲2.9%

増減率

239,739

04/3

営業費用合計

営業費用

－

36

3,635
05/3（E）

「個別引当の貸倒引当繰入」＝03/3期は43億円計上、

04/3期から「営業外費用」→「営業費用」に組替（64億円）

（決算ﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ Ｐ11参照）

▲95.9%882営業外費用

－－貸倒引当金繰入

関係会社貸付金残高の減少等

要 因

▲20.6%4,576営業外収益

増減率04/3営業外収支
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アイフル
10.31%

武富士
17.45%

アコム
15.90%

プロミス
12.72%

その他
35.86%

GE
グループ

7.77%

シティー
グループ

0.00%

アイフル
12.36%

武富士
14.65%

アコム
14.45%

プロミス
12.03%

その他
25.70%

シティー
グループ
13.11%

GEグループ
7.69%

1998年3月 2003年3月

添付資料１： 専業各社のシェア推移添付資料１： 専業各社のシェア推移

7兆1,371億円 11兆4,388億円
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クレジットカード発行枚数 & 信用供与額

55,561

59,622
63,724

67,005
69,354

70,312
74,805

75,991

167,531

190,131

217,920
232,739

246,790

201,511

181,238

146,925

22,296

23,367

24,491 24,597

22,325
23,168

24,459
25,400

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

95 96 97 98 99 00 01 02

（万枚）（億円）

11,000

13,000

15,000

17,000

19,000

21,000

23,000

25,000

27,000
クレジットカードショッピング クレジットカードキャッシング クレジットカード発行枚数

・クレジットカード発行枚数が‘９９年に減少している要因は、‘９８年までは累積発行枚数ベース、
’９９年からは有効会員数ベースにて集計の為。

+7%
+7% +5% +4%

+1%
+6%

+14%

+6% +8%
+7%

+8%
+5%

添付資料２：日本でのクレジットカード市場の成長添付資料２：日本でのクレジットカード市場の成長

+6%

+2%
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添付資料３： 「顧客属性の多様化」添付資料３： 「顧客属性の多様化」

（2004年3月末）

顧客口座数： 2,246千人 有効カード会員数： 11,032千人

性別

年齢

68.9%

31.1%
男性
女性

0%9.7%

17.3%

19.7% 27.7%

25.6%  10-19
 20-29
 30-39
 40-49
 50-59
 60+

56.9%

43.1% 男性
女性

0.1%9.0%

21.3%

23.2%
24.5%

21.9%
 10-19
 20-29
 30-39
 40-49
 50-59
 60+

（2004年3月末）
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添付資料４： ネットマージン – アイフル （単体）添付資料４： ネットマージン – アイフル （単体）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

97/3 98/3 99/3 00/3 01/3 02/3 03/3 03/4 03/5(計画)

（％）

ネットマージン

その他経費

貸倒コスト　
（含む引当金）

調達コスト

8.3
6.8
6.1
2.0

23.2
03/3

22.622.823.924.325.025.5利回り

7.16.79.49.99.89.4ネットマージン

7.16.77.27.98.59.1その他経費

6.47.55.04.13.93.9貸倒コスト（含む引当金）

2.01.92.32.52.83.0調達コスト

05/3(計画)04/302/301/300/399/3（％）
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添付資料５： ネットマージン – ライフ添付資料５： ネットマージン – ライフ

1.68
7.90
5.40
1.22

16.20
04/3

16.5815.3613.03利回り

1.871.160.32ネットマージン

8.137.868.37その他経費

5.135.302.84貸倒コスト（含む引当金）

1.461.051.51調達コスト

05/3(計画)03/302/3（％）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

02/3 03/3 04/3 05/3計画

ネットマージン

その他経費

貸倒コスト　
（含む引当金）

調達コスト
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0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

02/3 03/3 03/4 03/5(計画)

（％）

ネットマージン

その他経費

貸倒コスト　
（含む引当金）

調達コスト

添付資料６： ネットマージン – 連結添付資料６： ネットマージン – 連結

4.4
8.7
8.2
1.7

23.0
04/3

22.823.423.6利回り

4.55.66.4ネットマージン

9.28.79.7その他経費

7.27.35.5貸倒コスト（含む引当金）

1.91.82.0調達コスト

05/3(計画)03/302/3（％）


